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登別市・白石市・海老名市

姉妹都市交流事業「ふるさと豆記者訪問」
７月２９日（月）～３０日（火）に宮城県白石市と神奈川県海老名市の小学生

「ふるさと豆記者」が登別市を訪れ、姉妹都市交流事業を行いました。三市の交

流は、児童が歴史的にゆかりのある相互のまちを理解し友好を深めるために平成

２９年から行われています。両市の児童は、２９日に登別市の郷土資料館やマリ

ンパークなどを見学し、３０日は、登別小学校を訪問し交流会を行いました。交

流会では、各市ごとに、人口や特産品、学校の催しなどをスライド等で紹介し、

互いの市と学校について理解を深めました。最後に登別小学校で取り組んでいる

「相撲」を、実際にまわしをつけて土俵に上がり体験しました。

三市の代表生徒の集合写真

海老名市児童による交流発表

白石市児童による交流発表

登別小学校児童による交流発 相撲交流の様子
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７月１９日（金）に登別中学校の生徒が市観光交流センターヌプルで郷土芸能

「熊舞」の練習成果を保護者や観光客に披露しました。

生徒たちは、昨年の１０月から熊舞保存会の指導を受けながら、総合的な学習の

時間に取り組んできました。この日は、２・３年生中心に笛や太鼓などの楽器担当

とクマ役や狩人役をそれぞれが担当し披露、たくさんの拍手を浴びました。

８月２４日（土）の「地獄まつり」本番でも練習の成果を見事発揮しました。

初めてヌプﾙで熊舞を披露 地獄まつりでの発表

スローガン 「色祭一笑～おれ達、やればできるんで～」
７月１２日（金）、西陵中学校で体育祭が開催されま

した。「それぞれのチームで全力を尽くし、笑顔で思い

出に残る体育祭にしよう！やればできるというところを

この体育祭で発揮しよう！！」という想いをスローガン

に込め、３年生がリーダーとなり「赤・青・黄」縦割り

３チームで競い合いました。１００Ｍ走の他、二人三脚や全員リレー、長縄跳び、

小学校の運動会種目である渦潮走、綱引きなどで大いに盛り上がりました。会場に

は多くの保護者や地域の方が応援に駆けつけ、声援を送っていました。

渦潮走 綱引き

二人三脚
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８月２８日（水）幌別西小学校で、スクールカウンセラー（SC)の尾野裕子さん

による、悩みのあるときのSOSの出し方を学ぶ「いのちを守るSOS授業」を実施し

ました。６年生を対象に、気持ちの切り替え方(リラクゼーションの呼吸方)や自分

が困っているときに悩みをひとりで抱え込まないSOSの出し方、悩んでいる友達へ

の関わり方について学ぶことができました。

９月２日（月）に独立行政法人日本芸術文化振興会主催「学校巡回公演ワークシ

ョップ」が青葉小学校で開催されました。

ワークショップは、公演団体(ミュージカルカン

パニー イッツフォーリーズ）舞台俳優から本番で

演じるミュージカル「ルドルフとイッパイアッテ

ナ」についての説明があり、同校の６年生が舞台・

演出等について学び、「表現活動」を体験しました。

参加した子どもたちは、プロの舞台俳優から直接、

本番に演じるダンスや歌の指導を受け、熱心に練習に取り組んでいました。

このワークショップを受けた青葉小学校の６年生３７名は、本番まで練習し、

１１月２０日（水）に市民会館で行われるミュージカル公演「ルドルフとイッパイ

アッテナ」の１シーンでダンスや歌を披露する予定です。

当日は、市内全小学校の６年生とその保護者らが鑑賞します。
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市内全小学校で「世代間交流会」

楽しい一時 いろいろな遊びに大満足
登別市では、市内の全小学校において、登別市地域学校協働本部実行委員会が主

催する「世代間交流事業」を実施しています。これは、地域ボランティアの皆さん

の豊かな知識や経験を活かした「昔遊び」の体験による交流活動等を通して、子ど

もたちの豊かな人間性を育成することをねらいとしています。

富岸小学校１年生を対象に開催した「世代間交流会」では、自分達の地域に住ん

でいるおじいちゃんやおばあちゃんから、竹とんぼや竹割り、けん玉、だるま落と

しなどの「昔遊び」を教えてもらい、楽しい一時を過ごしました。どの子も、笑顔

でいろいろな昔遊びに夢中になって取り組み、とても貴重な体験となりました。

10月 28日に幌別東小学校、10月 29日に登別小学校で開催予定です。

竹 割 り あ や と り

け ん 玉 竹 馬

福 笑 い ふ る さ と か る た


